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実設備による 12,000m相当の圧送で長期安定性を確認 

●概 要 

シールド工事の長距離化や施工効率化に対応するため、長時間にわたり安定した性状を保持す

る水送り不要裏込め注入材を開発し、実設備を用いた圧送実験を実施しました。 

本実験は 1,000mの配管を複数回循環させ、実質 12,000mを超える圧送を再現しました。 

その結果、水送り不要裏込め注入材は圧送中の圧力異常や材料分離もなく、均一な性状を維持

したまま圧送が可能であることを確認しました。  

●お客様のメリット 

 〇3 日間ブリーディングが発生しないため、週末など休暇前の配管洗浄の省略が可能となり、廃棄ロ

スを低減でき、施工性・経済性の向上と環境負荷低減に寄与できます。 

●配合表（1m3当り） 

 

●品質目標値および測定例 

試験項目 

A 液性状 A 液＋B 液混合性状 

A 液比重 
3 日後 

フロー値 

3 日後 

ブリーディング率 ゲルタイム 一軸圧縮強度 

目標値 1.04±0.03 400±100mm 3 %以内 15 秒以内 0.05 N/mm2以上 

●実験概要 

〇ミキサーで裏込め注入材 A液を混練し、アジテーターに貯留する。 

〇管内洗浄用スポンジを投入後、流量 100L/minにて 1,000mの循環配管を圧送する。 

〇混練直後・1,000m・3,000m・6,000m相当圧送後の裏込め注入材 A液試料を採取し、性状の

確認を行う。 

〇丸 2日間の静置となる 3日後、 

同様に 1,000m・3,000m・6,000m 

相当圧送後、性状の確認を行う。 

 

●実験状況 

       

ﾀｯｸﾒﾝﾄ TAC-α TAC-Re TACﾌｫｰﾑY TAC-AW3 TAC-３G

真比重 (3.15) (2.6) (1.27) (1.02) (1.10) (1.0) (－) (1.37)

1m
3あたり 250 kg 20 kg 2.5 kg 0.3 kg 1 kg 713 L 142 L 55 L 1.04

A液比重

特殊
起泡剤 空気量品名

硬化材 助材 安定剤
特殊分離
低減剤 清水

塑強調整剤

助材溶解槽 

ミキサー 

圧送ポンプ 配管（1,000m 循環） 

試料(裏込め材 A 液)採取 

アジテーター 



A液ミキサー・アジテーター    助材ミキサー・アジテーター         A液混練後 

       

A液圧送ポンプ            長距離圧送配管        データロギング装置 

(50m×20列＝1,000m) 

●実験結果 

（１）性状確認試験（流速 100L/min, 配管内径φ50mmにて実施） 

 

すべてのケースで良好な品質を確保することができた。 

 

（２）配管圧力測定（MPa） 

 

●まとめ 

今回開発した水送り不要裏込め注入材は、6,000m を超える長距離圧送においても不分離性を

維持し、安定した性状を確保できました。また、長期安定性にも優れているため、週末などの配管洗

浄が不要であり、洗浄のための労務、時間、洗浄水、濁水処理を省略することが可能で、施工性・

安全性・経済性の向上と環境負荷低減に寄与できます。 
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